新型インフルエンザ状況

　蔓延国：　メキシコ、アメリカ合衆国（本土）、カナダ

　潜伏期間：　７日　（１０日から短縮、5月13日）
　検疫縮小：　5月22日

船舶の検疫方法の概要について
	船種
	事前通報
	発航地
	5/22以後の検疫方法
	5/21までの検疫方法
	備考

	客船
	内容にかかわらず

	すべての国
	検疫港で船内検疫(1)
全乗員乗客に質問票

検査基準(2)を満たせば、船内で検査実施。

検査結果陽性なら、

　患者は隔離治療

　濃厚接触者は慎重な健康監視(3)
　同乗者は、発症したら発熱外来へ

　仮検疫済証交付後、荷役可能(4)

　患者の搬出は原則着岸で行う。
	検疫港で船内検疫
全乗員乗客に質問票

検査基準を満たせば、船内で検査実施。

検査結果陽性なら、

　患者は隔離治療

　濃厚接触者は停留（船内停留）
　同乗者は健康監視→都道府県に通報

　船内停留中は原則として荷役不可

　患者の搬出は原則着岸で行う。
	(1) 船内検疫は、臨船検疫または着岸検疫を指す。

(2)潜伏期間内に蔓延国に滞在したか患者と接触があり、38℃以上の発熱、または、鼻、喉、咳の2つ以上の症状がある場合に簡易検査を行う。陽性の場合、PCR検査の検体をとり、中部空港検疫所支所に運ぶ。(検査に6時間要す)。

(3)「慎重な健康監視」は、潜伏期間中、外出自粛

(4) 荷役の際には、マスクの着用など感染防護策を講じた上で行う。

(5) 無線検疫とは、無線通信のみで審査を行い検疫を行う方法。

	
	
	
	
	
	

	貨物船

	有症者あり
	
	
	
	

	
	有症者なし
	蔓延国から潜伏期間内に到着
	有症者がいないことを確認後、検疫港で無線検疫(5)
潜伏期間中の乗員の上陸は自粛
	有症者がいないことを確認後、検疫港で無線検疫

潜伏期間中の乗員の上陸は自粛
	

	
	
	蔓延国から潜伏期間後に到着
	有症者がいないことを確認後、無線検疫
	有症者がいないことを確認後、無線検疫
	

	
	
	蔓延国以外から到着
	無線検疫
	無線検疫
	


　適切な感染防護をした水先人、海上保安部の接触は濃厚接触者に含まない。

航空機の検疫方法の概要について
	事前通報
	発航地
	5/22以降の検疫方法
	5/21までの検疫方法
	備考

	有症者あり
	すべて
	機内検疫(1)を実施する。

マスク、ゴーグル、手袋着用。

検査基準を満たせば健康相談室で検査実施

検査結果陽性なら、

　患者は、隔離治療

　濃厚接触者は慎重な健康監視(4)
　同乗者は発症時に発熱外来受診
	機内検疫を実施する。

マスク、ゴーグル、手袋、ガウン着用。

検査基準を満たせば機内で検査実施

検査結果陽性なら、

　患者は、隔離治療

　濃厚接触者は停留機関で停留(5)
　同乗者は健康監視→都道府県に通報
	(1) 機内検疫は、機内で検疫官が質問票とサーモグラフィで有症者のスクリーニングを行う。1機約1時間要し、航空会社の負担は大きい。

(2) 機内確認は、機内で検疫官が呼びかけを行い有症者と周囲の濃厚接触者の確認を行う。

(3) ブース検疫は、旅客を降機させ、検疫ブースで質問票とサーモグラフィで有症者のスクリーニングを行う。

旅客を流しながら行うので1機10分程度で行うことができるが、異なる便の旅客が混ざり、接触者の把握が困難になる。

(4)「慎重な健康監視」は、潜伏期間中、発症を確認し、外出自粛を要請する。

(5) 停留は、潜伏期間中隔離することを指す。

	有症者なし
	蔓延国
	機内確認(2)を行う。

有症者がいれば機内検疫(上記)。

有症者がいなければブース検疫（下記）。
	
	

	
	蔓延国以外
	ブース検疫(3)実施。

ブースで有症者発見時、

有症者は、健康相談室で検査実施

検査結果陽性なら、患者は隔離治療
	ブース検疫実施。

ブースで有症者発見時、

有症者は、健康相談室で検査実施

検査結果陽性なら、患者は隔離治療
	


中部空港では、蔓延国からの直行便は、ノースウエスト71便(金～火)のみ。乗客約400人のうち、日本で降りるのは100人程度で、残りはマニラに行く。

